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No

古
墳
・
遺
跡
名

時
代
・
特
徴
な
ど

１

御
蔵
戸
Ｂ
遺
跡

弥
生
～
古
墳
時
代

２

後
井
遺
跡

弥
生
土
器
と
須
恵
器
が
出

土

３

深
田
古
墳

古
墳
時
代
１
号
・
2
号
墳

確
認

４

深
田
Ｂ
遺
跡

弥
生
～
古
墳
時
代

５

長
合
遺
跡

弥
生
土
器
な
ど
多
く
の
土

器
が
広
範
囲
に
散
布

６

納
所
遺
跡

弥
生
～
古
墳
時
代

７

才
賀
Ａ
遺
跡

弥
生
～
古
墳
時
代

８

才
賀
Ｂ
遺
跡

弥
生
～
中
世

９

才
賀
遺
跡

調
査
中

10

松
尾
遺
跡

弥
生
～
古
墳
時
代

11

長
田
Ａ
遺
跡

弥
生
～
中
世

12

長
田
Ｂ
遺
跡

弥
生
時
代

13

長
田
Ｃ
遺
跡

弥
生
時
代
～
中
世

14

長
田
遺
跡

調
査
中

15

名
倉
遺
跡

縄
文
？
・
弥
生
～
中
世

16

石
迫
遺
跡

弥
生
時
代

17

蔵
本
Ａ
遺
跡

弥
生
時
代

18

蔵
本
Ｂ
遺
跡

弥
生
～
古
墳
時
代

　
現
在
、西
田
布
施
公
民
館
区
域
内
で
『
遺
跡
』
が
約
37
箇
所
確
認
さ
れ
、時
代
は
、縄
文
～
中
世
と
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
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西田布施公民館区域内の遺跡を紹介します
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竹
部
古
墳
群

竹
部
遺
跡

御
蔵
戸
Ａ
遺
跡

御
蔵
戸
古
墳
群

宿
井
Ａ
遺
跡

古
墳
・
遺
跡
名

古
墳
時
代
後
期
の
３
基
の

小
円
墳
を
確
認
。

中
世
の
盛
土
や
屋
敷
跡
、

縄
文
～
中
世
の
土
器
を
確

認
。

御
蔵
戸
古
墳
群
と
接
し
て

い
る
。
試
掘
調
査
の
結
果
、

御
蔵
戸
古
墳
群
を
含
む
丘

陵
全
体
が
弥
生
～
中
世
に

か
け
て
の
墓
域
だ
と
考
え

ら
れ
る
。

４
基
の
古
墳
を
確
認
。
東

側
の
１
基
は
弥
生
～
古
墳

時
代
の
墳
丘
墓
的
形
態
。

南
側
の
１
基
は
キ
ツ
ネ

ビ
ラ
古
墳
と
呼
称
さ
れ
、

１
９
２
２
年
に
弘
津
史

文
氏
に
よ
っ
て
調
査
さ
れ

た
。
古
墳
時
代
後
期
の
円

墳
で
内
部
主
体
は
横
穴
式

石
室
。
中
央
と
西
側
の
古

墳
は
、
石
室
材
が
散
乱
・

露
出
。

古
墳
時
代
を
中
心
と
し

た
、
土
器
片
の
散
布
を
確

認
し
た
遺
跡
。

時
代
・
特
徴
な
ど
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私
た
ち
と
人
権
シ
リ
ー
ズ
　
No. 

128

石
田
　
真
也

こ
ん
に
ち
は
田
布
総
で
す

　
本
校
は
、
平
成
19
年
度
ま
で
は
知

的
障
害
養
護
学
校
で
し
た
が
、
現
在

は
５
障
が
い
（
視
覚
、
聴
覚
、
肢
体

不
自
由
、
病
弱
、
知
的
）
に
対
応
す

る
総
合
支
援
学
校
で
す
。
し
か
し
、

伝
統
を
生
か
し
て
知
的
障
害
の
あ
る

子
ど
も
た
ち
の
み
が
在
籍
し
て
い
ま

す
。
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
注
目
さ
れ
て

い
る
発
達
障
害
だ
け
の
お
子
さ
ん
は

対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
本
校
の
教
育
目
標
は
『
豊
か
な
心

と
生
き
る
力
を
育
み
、
自
立
と
社
会

参
加
で
き
る
人
づ
く
り
を
め
ざ
す
』

で
す
。
平
成
32
年
９
月
に
、
旧
田
布

施
工
業
高
校
の
校
舎
に
高
等
部
の
み

移
転
し
ま
す
。
町
役
場
に
近
い
所
に

行
き
ま
す
の
で
、
地
域
の
皆
さ
ま
と

よ
り
触
れ
合
う
機
会
も
多
く
な
る
と

思
い
ま
す
。
是
非
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
な
り
、
地
域
と

と
も
に
歩
み
、
さ
ら
に
、
地
域
に
愛

さ
れ
る
学
校
と
な
る
よ
う
努
力
し
て

お
り
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
共
生
社
会
（
こ
れ
ま

で
必
ず
し
も
十
分
に
社
会
参
加
で
き

る
よ
う
な
環
境
に
な
か
っ
た
障
が
い

者
な
ど
が
、
積
極
的
に
参
加
・
貢
献

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
社
会
で
あ

り
、
誰
も
が
相
互
に
人
格
と
個
性
を

尊
重
し
支
え
合
い
、
人
々
の
多
様
な

在
り
方
を
相
互
に
認
め
合
え
る
全
員

参
加
型
の
社
会
）
の
実
現
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
、
障
が
い

の
あ
る
状
態
に
な
る
こ
と
も
あ
り
え

ま
す
。
社
会
に
い
ろ
い
ろ
な
人
が
暮

ら
し
て
い
る
。
そ
の
多
様
性
を
し
っ

か
り
認
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
今
ま
で
生
き
て
き
た

中
で
得
た
経
験
に
よ
り
、
自
分
自
身

の
考
え
が
作
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
考
え
と
違
う
も
の
で
あ
っ

た
場
合
、
受
け
入
れ
る
こ
と
は
な
か

な
か
難
し
い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
人
を
尊
重
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
他
の
人
か
ら
自
分
も
尊

重
し
て
も
ら
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る

の
で
す
か
ら
、
多
様
性
を
認
め
る
こ

と
が
大
事
で
あ
る
こ
と
は
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

山
口
県
立
田
布
施
総
合
支
援
学
校

校
長

No

古
墳
・
遺
跡
名

時
代
・
特
徴
な
ど

24

稲
荷
山
古
墳

規
模
不
明
の
古
墳
時
代
後
期
の
円
墳
。
石
室
の
中
に
稲
荷
社
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
石

灯
籠
銘
に
寛
政
11
年
（
１
７
７
９
年
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
そ
れ
以
前
に
開
口
さ
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

25

農
校
山
古
墳

２
基
の
円
墳
と
思
わ
れ
る
古
墳
を
確
認
。
う
ち
１
基
は
石
室
の
石
材
が
露
出
。

26

神
山
古
墳

古
墳
時
代
の
円
墳
状
の
古
墳
。
径
は
約
10
ｍ
、
高
さ
約
70
ｃｍ
。

27

松
末
遺
跡

平
安
時
代
前
期
ご
ろ
の
掘
立
柱
建
物
１
～
２
棟
、
複
数
の
柱
穴
な
ど
を
確
認
。
平
安

時
代
の
須
恵
器
、
緑
釉
陶
器
、
墨
で
文
字
か
絵
が
書
か
れ
た
墨
書
土
器
も
出
土
し
、

当
時
の
役
所
関
係
の
人
が
住
ん
で
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

28

田
布
施
川
河
床
遺
跡

河
川
の
底
か
ら
縄
文
～
弥
生
時
代
中
期
・
古
墳
時
代
の
土
器
と
多
数
の
貝
殻
。
少
量

の
動
物
の
骨
を
採
取
し
た
遺
跡
。

29

大
迫
Ａ
遺
跡

中
世
ご
ろ
の
掘
立
柱
建
物
跡
１
棟
、
土
坑
４
基
を
確
認
。
縄
文
時
代
の
矢
じ
り
、
平

安
後
期
～
鎌
倉
時
代
ご
ろ
の
土
師
器
の
皿
や
埦
、
青
磁
、
銭
貨
『
開
元
通
宝
』
１
点

な
ど
が
出
土
。

30

大
迫
Ｂ
遺
跡

柱
穴
17
基
、
弥
生
～
鎌
倉
時
代
の
土
器
出
土
。

31

田
縫
遺
跡

縄
文
時
代
の
土
坑
２
基
、
平
安
～
鎌
倉
時
代
ご
ろ
の
掘
立
柱
建
物
１
棟
、
炉
状
遺
構

１
基
、
溝
、
柱
穴
を
確
認
。
石
器
・
縄
文
土
器
・
平
安
～
鎌
倉
時
代
の
土
器
が
出
土
。

32

小
神
田
遺
跡

平
安
時
代
末
～
鎌
倉
時
代
初
め
ご
ろ
（
炭
素
分
析
結
果
）
の
炉
状
遺
構
１
基
、
柱
穴

５
基
を
確
認
。
弥
生
土
器
、
古
墳
～
平
安
時
代
の
須
恵
器
、
平
安
～
鎌
倉
時
代
の
土

師
器
の
皿
や
埦
、
鍋
、
羽
釜
と
青
磁
、
白
磁
な
ど
が
出
土
。

33

法
神
田
遺
跡

柱
穴
22
基
を
確
認
。
時
期
不
明
だ
が
、
検
出
状
況
な
ど
か
ら
平
安
時
代
後
期
～
中
世

ご
ろ
と
思
わ
れ
る
。
弥
生
土
器
、
奈
良
～
平
安
時
代
前
期
ご
ろ
の
須
恵
器
、
平
安
後

期
～
鎌
倉
時
代
の
土
師
器
の
皿
や
埦
、
鍋
、
青
磁
、
白
磁
な
ど
が
出
土
。

34

中
西
尾
崎
遺
跡

試
掘
調
査
で
弥
生
土
器
・
土
師
器
・
須
恵
器
な
ど
が
多
数
出
土
。

35

平
田
遺
跡

調
査
で
、
弥
生
時
代
中
期
・
中
世
の
集
落
跡
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
出
土
遺
物

は
弥
生
土
器
や
土
師
器
、
町
内
３
例
目
の
分
銅
型
土
製
品
が
出
土
。

36

大
崩
遺
跡

１
９
９
９
年
の
調
査
で
、
袋
状
土
坑
、
竪
穴
住
居
跡
、
石
棺
様
遺
構
、
壺
棺
な
ど
を

確
認
。
弥
生
終
末
期
～
古
墳
時
代
初
頭
ご
ろ
の
高
地
性
集
落
と
さ
れ
て
い
る
。

37

東
千
坊
山
廃
寺
跡

光
市
と
の
境
付
近
に
所
在
。
古
く
か
ら
真
言
宗
妙
相
寺
跡
と
伝
わ
り
、
山
門
跡
と
思

わ
れ
る
敷
石
や
、
平
安
時
代
中
期
ご
ろ
の
蓮
華
文
の
あ
る
軒
丸
瓦
や
、
唐
草
文
の
あ

る
軒
平
瓦
な
ど
が
出
土
。


